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１. 整備主任者について
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ＯＢＤ点検に関するその他ＱＡについてはコチラから→ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（OBD点検）について 

識別表示を用いたＯＢＤ点検の方法の場合 
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２. 審査事務規程の一部改正について

自動車検査法人からのお知らせ

タクシー車両の
構造基準緩和について

このたび、道路運送車両の保安基準（昭和26年
運輸省令第67号）等の一部が改正され、
平成27年6月12日から、乗車定員10人以下の旅客
自動車運送事業用自動車（以下「タクシー車両とい
う。」）に関する追加的な構造基準が廃止されるこ
とになりました。

これにより今後は、自家用自動車をタクシー車両
に変更する場合については、道路運送車両法（昭和
26年6月1日法律第185号）第67条第3項に基づ
く構造等変更検査に該当しない場合がありますので
お知らせします。

廃止されたタクシー車両に関する追加的な構造基準

（1）座席の寸法に関する基準

（2）通路の幅と高さに関する基準

（3）乗降口の大きさ、構造等に関する基準

（4）緩衝装置及び座席が旅客に与える振動、前方の

座席との間隙等に関する基準

平成27年6月12日
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抜粋

以上より、どの項も、１１人以上の旅
客自動車運送事業用自動車の基準につ
いてしか記載されておらず、１０人以
下の旅客自動車運送事業用自動車に対
する基準が無いことが分かる。
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抜粋

先ほどのページを見てのと
おり、乗車定員１０人以下
は白ナンバーだろうが青ナ
ンバーだろうが、保安基準
の違いは無いため、構変に
も該当しないこととなる。
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抜粋

継続検査のみに適用できたオプシ 
ョンパーツの取扱いを、Ｒ８.１.
１から新規登録にも一定の範囲内
のオプションパーツであれば同取
扱いを適用できるようになった。
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抜粋

乗車定員２(５)人の２列目座席ベルトの
装着義務となる年式について
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抜粋

乗車定員２(５)人のように２列目座席
床面が客室兼荷台になる場合は座席ベ
ルト装着の義務が除外されていた
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抜粋

「(荷台
を除く。
)」とい
う規定に
変わった
ため、乗
車定員２
(５)人で
あろう
が 、床
面が客室
兼荷台に
なる２列
目座席
は、座席
ベルトの
装着義務
となっ
た。
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抜粋

装着義務の座席ベルトとなると、書面等によ
る審査も適用されるため、適合と判断できる
一例としては純正と同一の状態等となる。以
下画像のように荷台床面を加工するのであれ
ば、座席取付部分はくりぬく等、純正と同じ
状態を保つ等しなければいけなくなる。
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追加（２個目）の灯火器を取り付ける時の条件及び 
灯火器の数の数え方について

− 14−



自動車検査証
備考欄に「保
安基準適用年
月日」又は「
製作年月日」
が入っておら
ず、初度登録
年月日も平成
だけども、現
車は明らかに
古い車で、後
ろウインカー
が赤色だった
りする場合

保安基準適用年月日について
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①
②
③

④
⑤ ③

H 1.7  

連鎖式点灯の定義のとおり、連鎖式点灯す
ることができる方向指示器は、前部又は後
部に備えるもののみとなる。 
以上より、方向指示器として側面に備えら
れているものは連鎖式点灯は不可となる。
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～「不正改造車を排除する運動」の強化月間（６月）が始まります～

不 正 改 造 は 犯 罪 で す
「知らなかった」では済まされません

《発表記者会：東北電力記者会、青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、

秋田県政記者会、山形県政記者クラブ、福島県政記者クラブ》

東北運輸局では、６月を「不正改造車を排除する運動」の強化月間として、関係機
関（警察、独立行政法人自動車技術総合機構、軽自動車検査協会）や、自動車関係団
体と連携し次の取組を強化します。

１．自動車ユーザー等への啓発活動
・メディア、ポスター及びチラシ（別紙）等により広報を実施。

不改運動ポスター

３．違法マフラー等不正改造車排除のための情報収集
・東北運輸局ホームページにおいて、不正改造車に関するメール入

力フォームを活用した情報提供受付を実施し、インターネットを
通じた通報体制を確保。

・管内の各運輸支局に設置している「不正改造車・迷惑黒煙車情報
提供窓口」において、電話等による情報収集を実施。

・寄せられた情報をもとに、不正改造車の使用者に対して警告はが
きを送付し、必要な改修を求めるとともに、改修結果の報告を求
める。

着色フィルムの例

各運輸支局の「不正改造車・迷惑黒煙車情報提供窓口」
青森運輸支局 017-739-1501 岩手運輸支局 019-638-2154

 （音声案内後２番） （音声案内後２番）
宮城運輸支局 022-235-2517   秋田運輸支局 018-863-5811  

（音声案内後２番） （音声案内後２番）
山形運輸支局 023-686-4711 福島運輸支局 024-546-0345

（音声案内後２番） （音声案内後２番）

【問合せ先】
東北運輸局自動車技術安全部
整備・保安課 加藤、眞壁
TEL ０２２－７９１－７５３４

２．街頭検査の実施
・違法マフラー装着、車体からはみ出すタイヤの装着など悪質な

不正改造車を公道から排除するため、関係機関と連携した街頭
検査を実施し、違反車両に対して整備命令を発令。

令和８年５月２９日
東 北 運 輸 局

３. 不正改造車を排除する運動
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近接排気騒音の測定フローチャート
(本資料はあくまで参考です。基準の適否判断は規程本文をご確認ください。)

車検証の備考欄にて「平成28年騒音規制車」の記載を確認

YES NO

別添９ 絶対値規制規制適用時

にて２回測定し平均値を算出

⇒規制年ごとに定められている
近接排気騒音以下か？

YES NO

適合 不適合

消音器の改造または交換が

行われているか？

YES NO

別添１０ 相対値規制規制適用

時にて３回測定し平均値を算出

⇒車検証備考欄の近接排気騒音
＋５ｄＢ以下か？

「市街地」加速走行騒音有効防止

消音器か？

（性能等確認済みの表示の末尾

がＡまたはＰか？）

YES NO

「全開」加速走行騒音有効防止消音器か？

（性能等確認済み表示の末尾がＳまたはＲか？）

もしくは次の表示等があるか？

・メーカー表示

・Ｅマーク

・騒音防止性能確認標章

・マル自マーク

・加速走行騒音結果成績表

・外国の法令適合書等

YES NO

別添１０ 相対値規制規制適用

時にて３回測定し平均値を算出

⇒性能等確認済み表示の近接排
気騒音＋５ｄＢ以下か？

別添９ 絶対値規制規制適用時

にて２回測定し平均値を算出

⇒規制年ごとに定められている
近接排気騒音以下か？

適合 適合不適合 不適合

YES NO

YES NO YES NO
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《発表記者会：東北電力記者会、青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、

秋田県政記者会、山形県政記者クラブ、福島県政記者クラブ》

       
                                              

１ 広報ツールを利用した周知・啓発（別添１）

全国の自動車関係団体等のご協力のもと、ポスターの掲出やチラシの配

布、各地のデジタル掲示板へのPR画像の配信等を通して、タイヤ等の点

検整備やOBD点検の重要性の周知・啓発を行います。

「点検整備推進運動」のポスター等はこちらからダウンロードできます。

ＵＲＬ：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/tenken/t3/t3-1/

2 イベントの開催（別添２）

東北各県において、自動車整備関連イベントを開催し、来場者に対して

自動車の点検・整備の必要性や重要性を周知します。

３ 特設サイトや各種SNSへの啓発動画の掲載

昨年度好評だった特設サイト「点検整備やらナイト」※1を引き

続き運用します。マイカーの点検整備の重要性をわかりやすく解

説した動画や、地域の自動車点検イベントなど有益な情報を掲載

予定です。※1  特設サイト：https://tenken-knight.com/

４ 街頭検査の実施

東北各県において、運輸支局が警察や自動車関係団体等と

協力し街頭検査※2を実施し、ドライバーに対して点検整備

の啓発・指導を行います。

また、東北地域では大型自動車等の車輪脱落事故が多く発生し

ていることから、冬用タイヤへの交換が始まる時期に、大型自動

車のホイール・ナットの取付状況を確認し、車輪脱落事故防止の

点検・整備を呼びかけます。

                             

９月・１０月は「自動車点検整備推進運動」の強化月間です
～忘れない、いつもの暮らしにクルマの点検 点検整備やらないと～

自動車は、使用期間や走行距離に応じて劣化や故障が生じることから、不具合や故障によるト

ラブルを未然に防ぎ、安全・安心で環境にも配慮したカーライフを実現するためには、定期的な

点検・整備が重要です。

東北運輸局では、強化月間中に自動車関係団体等と協力して自動車の点検・整備の必要性や重

要性及び大型車等の車輪脱落事故防止の啓発を行います。

ホイール・ナットの緩み確認

点検整備推進ポスター

令 和 ８ 年 ８ 月 ３ １ 日

東 北 運 輸 局

【問合せ先】

東北運輸局自動車技術安全部

整備・保安課 加藤、眞壁

TEL 022-791-7534

※２ 道路上を走行している自動車の基準適合性を確認し、基準不適合車を排除することを目的として、警察等と連携し

て街頭で行う検査。整備不良車や不正改造車に対しては、国土交通省の担当官が整備命令の発令等を行います。

４. 自動車点検整備推進運動の強化月間
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日
常
点
検
や
定
期
点
検
は
ク
ル
マ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
C
O
2
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
、
長
く
ご
使
用
の
ク
ル
マ
に
は
、
細
や
か
な
点
検
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
ク
ル
マ
の
健
康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
常
点
検

定
期
点
検

日
頃
、自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
中
で
、走
行
距
離
や
運
行
状
態
な
ど
か
ら
判
断
し
、

適
切
な
時
期
に
点
検
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

定
期
点
検
は
、安
全
確
保・
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、自
家
用
乗
用
車
に
つ
い
て
は
、

1年
ご
と
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

車
検
（
自
動
車
の
検
査
）
は
、
安
全
・
環
境
面
で
国
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
一
定
の

期
間
ご
と
に
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
検
査
ま
で
の
安
全
性
等
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
日
常
点
検
整
備
や
定
期
点
検
整
備
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
使
用
に
応
じ
た

適
切
な
保
守
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

リ
ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
内
の
液
量
が
規
定
の
範
囲（
上
限
ラ
イ
ン
と
下
限
ラ
イ
ン
と
の
間
）に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
に
付
い
て
い
る
オ
イ
ル
・
レ
ベ
ル
ゲ
ー
ジ
を
抜
き
取
り
、付
着
し
て
い
る
オ
イ
ル
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
ゲ
ー
ジ
を
い
っ
ぱ
い

に
差
し
込
み
、再
度
抜
き
取
っ
た
際
に
オ
イ
ル
の
量
が
オ
イ
ル
・
レ
ベ
ル
ゲ
ー
ジ
に
よ
り
示
さ
れ
た
範
囲
内
に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
液
の
量
が
規
定
の
範
囲（
上
限
ラ
イ
ン
と
下
限
ラ
イ
ン
と
の
間
）に
あ
る
か
を
、車
両
を
揺
ら
す
な
ど
し
て
点
検
し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
・
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、ラ
ン
プ
類
の
点
灯
・
点
滅
具
合
が
不
良
で
な
い
か
、レ
ン
ズ
な
ど
に
汚
れ
や
損
傷
が
な
い
か
を

点
検
し
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
亀
裂
や
損
傷
の
有
無
、タ
イ
ヤ
に
異
物
が
付
着
し
た
り
か
み
込
ん
だ
り
し
て
い
な
い
か
を
入
念
に
点
検
し
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
、接
地
面
の
ス
リ
ッ
プ
・
サ
イ
ン
を
目
印
に
点
検
し
ま
す
。ス
リ
ッ
プ
・
サ
イ
ン
は
、タ
イ

ヤ
側
面
の
三
角
マ
ー
ク
の
あ
る
位
置
の
接
地
面
に
現
れ
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
接
地
部
の
た
わ
み
具
合
を
確
認
し
て
、タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
規
定
の
範
囲
内
で
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
が
速
や
か
に
始
動
し
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
す
る
か
、ま
た
エ
ン
ジ
ン
始
動
時
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
、異
音
が
な
い
か
を
点

検
し
ま
す
。

ウ
イ
ン
ド
・
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
液
を
噴
射
さ
せ
、ワ
イ
パ
ー
の
作
動
範
囲
に
噴
射
さ
れ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
み
込
ん
だ
と
き
、
床
板
と
の
す
き
間（
踏
み
残
り
し
ろ
）や
踏
み
ご
た
え
が
適
当
で
あ
る
か
を

点
検
し
ま
す
。

駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
い
っ
ぱ
い
に
引
い
た（
踏
ん
だ
）と
き
、引
き
し
ろ（
踏
み
し
ろ
）が
多
す
ぎ
た
り
、少
な
す
ぎ
た
り
し
な
い
か
を
点
検

し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
を
暖
機
さ
せ
た
状
態
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
の
回
転
が
ス
ム
ー
ズ
に
続
く
か
、ま
た
、エ
ン
ジ
ン
を
徐
々
に
加
速
し
た
と
き
、ア

ク
セ
ル
・
ペ
ダ
ル
に
引
っ
か
か
り
が
な
い
か
、ス
ム
ー
ズ
に
回
転
す
る
か
を
走
行
す
る
な
ど
し
て
点
検
し
ま
す
。

ワ
イ
パ
ー
を
作
動
さ
せ
、低
速
お
よ
び
高
速
の
各
作
動
が
不
良
で
な
い
か
、ウ
イ
ン
ド
・
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
液
が
き
れ
い
に
拭
き
取
れ
る
か

を
点
検
し
ま
す
。

ウ
イ
ン
ド
・
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
液
の
量
が
適
当
か
を
点
検
し
ま
す
。

リ
ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
内
の
液
量
が
規
定
の
範
囲（
上
限
ラ
イ
ン
と
下
限
ラ
イ
ン
と
の
間
）に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。

※
自
家
用
乗
用
車
の
定
期
点
検
は
、1
年
ご
と
に
点
検
を
行
う
項
目
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
お
り
、整
備
の
プ
ロ
に
ま
か
せ
た
ほ
う
が
安
心
で
す
。
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別添２

月　日

時　間

9月6日(日)
10:00～14:30

「自動車点検ふれあいフェスティバル2026」

青森運輸支局構内
所在地：青森県青森市浜田豊田139-1

・マイカー点検教室
・マイカー無料点検サービス
・クルマ相談コーナー
・白バイ隊員との記念撮影
・ＪＡＦ子ども免許証
・タイヤ交換レース

入場無料

問合せ先
青森運輸支局 検査整備保安部門
TEL：017-739-1501　音声案内後「２」

9月27日（日）
10:00～15:00

「八戸自動車フェスティバル2026」

ピアドゥ　駐車場
八戸市沼館４丁目3

・マイカー無料点検サービス
・ＪＡＦ子ども免許証
・ＪＡＦロードサービス作業実演
・八戸消防署レスキュー作業実演

入場無料

問合せ先
青森運輸支局 検査整備保安部門
TEL：017-739-1501　音声案内後「２」

岩手

9月19日(土)
～

9月20日(日)
9:30～16:00

「自動車整備フェスタ2026」
 ※岩手放送主催「IBCまつり」への出展

ツガワ未来館アピオ　岩手産業文化センター
所在地：岩手県滝沢市砂込389-20

・マイカー点検教室
・マイカー相談
・衝突試験車両の映像上映
・運転適性診断体験
・子供免許証、塗り絵作成等

入場無料

問合せ先
岩手運輸支局 検査整備保安部門
TEL：019-638-2154　音声案内後「２」

　9月12日（土）
10:00～17:00

　　 13日（日）
10:00～16:00

「ジュニアメカニック2026in東北」

夢メッセみやぎ
所在地：仙台市宮城野区港3丁目1-7

・整備士体験
・チラシ配布
・ポスター掲示

入場無料（事前登録必要）

問合せ先
東北運輸局 自動車技術安全部 整備・保安課
TEL：022-791-7534

10月17日（土）
10:00～14:30

「宮城バスまつり」への出展

勾当台公園仮設広場
所在地：仙台市青葉区本町3丁目

・アンケート調査
・チラシ配布
・ポスター掲示

入場無料

問合せ先
宮城運輸支局検査・整備・保安部門
TEL：022-235-2517　音声案内後「２」

9月12日（土）
10:00～14：30

「マイカーてんけん日フェア」
※秋田県自動車整備振興会主催

道の駅さんない「ウッディらんど」駐車場
所在地：秋田県横手市山内土渕字小目倉沢34

・マイカー点検教室
・無料日常点検
・マイカー相談
・自動車構造・装置のカット模型展示
・トルクレンチ体験

入場無料

問合せ先
秋田運輸支局 検査整備保安部門
TEL：018-863-5811　音声案内後「２」

10月17日(土)
～

10月18日(日)

「あきたNEXTモーターショー2026」
※あきたNEXTモーターショー実行委員会主催

あきたスカイドーム
所在地：秋田県秋田市雄和椿川駒坂台４－１

・マイカー点検教室
・マイカー相談所
・自動車構造・装置のカット模型展示

入場無料

問合せ先
秋田運輸支局 検査整備保安部門
TEL：018-863-5811　音声案内後「２」

山形
10月17日(土)

～
10月18日(日)

「マイカー点検フェスティバル2026」
※「やまがた環境展2026」への出展

山形国際交流プラザ　山形ビッグウイング
所在地：山形市平久保100番地

・マイカー相談
・マイカー無料点検
・劣化部品展示
・スタンプラリー
・ペーパークラフト作成
・こども免許証発行等

入場無料

問合せ先
山形運輸支局 検査整備保安部門
TEL：023-686-4711　音声案内後「２」

福島
10月11日(日)

10:00～15:00

「くるまの点検フェア」への出展

ＡＧＣエレクトロニクス郡山カルチャーパー
ク駐車場
所在地：福島県郡山市安積町成田字東丸山61
番地

・子供免許証交付
・キッズメカニック体験
・カットエンジン展示
・自動車部品展示

入場料未定

問合せ先
福島運輸支局 検査整備保安部門
TEL：024-546-0345　音声案内後「２」

青森

宮城

東北運輸局管内におけるイベント実施計画

県別
イ ベ ン ト 名
実 施 場 所

主なイベントの予定 備  考

秋田

※実施日や時間・会場等は予告なく変更となる場合があります。
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横
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湯
沢

湯
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館

大
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地
区
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代

秋
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地
区

秋
田

大
仙

地
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自

動
車

の
整

備
工

場
関

係

（
１

）
地

区
別

認
証

工
場

数
、

指
定

工
場

数
能

代
地

区
鹿

角
地

区

令
和

８
年

３
月

末
現

在

地
　

区
　

別

上 小 阿 仁 村

５. 地区別認証・指定工場数（令和８年３月末）
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 最
近
の
整
備
事
業
者
の
行
政
処
分
の
概
況
（
全
国
）
 

 

処
分
年
月
 

処
分
内
容
 

違
反
概
要
 

①
  
令
和

8
年

4
月
 

 

指
定
取
消
 

認
証
取
消
 

検
査
員
解
任
１
名
 

・
ペ
ー
パ
ー
車
検
（
5
台
）
を
実
施
、
保
安
基
準
不
適
合
状
態
で
適
合
証
交
付
す
る
な
ど
、
複
数
の
違
反
が
確
認
さ
れ
た
。
 

②
  
令
和

8
年

4
月
 

 

指
定
取
消
 

認
証
停
止
６
０
日
 

検
査
員
解
任
２
名
 

・
不
正
改
造
状
態
で
の
車
検
手
続
き
、
適
合
証
交
付
を
し
た
こ
と
な
ど
、
複
数
の
違
反
が
確
認
さ
れ
た
。
 

③
  
令
和

8
年

4
月
 

 

指
定
停
止
２
０
日
 

認
証
停
止
２
５
日
 

・
不
正
改
造
状
態
で
適
合
証
交
付
(１
台
)、
立
入
検
査
の
質
問
に
対
し
虚
偽
の
陳
述
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

④
  
令
和

8
年

5
月
 

 

指
定
停
止
１
５
日
 

検
査
員
警
告
１
名
 

・
不
正
改
造
状
態
で
適
合
証
交
付
(１
台
)。

 

⑤
  
令
和

8
年

5
月
 

 

指
定
停
止
２
５
日
 

検
査
員
解
任
１
名
 

・
点
検
整
備
の
一
部
を
実
施
せ
ず
適
合
証
交
付
、
故
意
に
よ
り
検
査
の
一
部
を
実
施
せ
ず
適
合
証
を
交
付
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

⑥
  
令
和

8
年

3
月
 

 

指
定
取
消
 

認
証
取
消
 

検
査
員
解
任
１
名
 

・
ペ
ー
パ
ー
車
検
で
の
車
検
手
続
き
（
４
０
９
台
）、
検
査
を
全
て
実
施
せ
ず
適
合
証
交
付
（
１
７
２
８
台
）
す
る
な
ど
、
複
数
の
違

反
が
確
認
さ
れ
た
。
 

６. 最近の整備事業者の行政処分の概況（参考資料）
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令
和
７
年
度
指
定
整
備
事
業
者
の
処
分
状
況
一
覧
表

（
令
和
８
年
３
月
末
現
在
）

支
局

処
分
年
月

処
分

内
容

違
反

の
概

要

福
島

令
和
７
年
１
２
月

保
安
基
準
適
合
証
の
交
付
停
止

【
指
定
整
備
事
業
関
係
】

・
法
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
体
制
で
な
い
。

２
０
日
・
適
合
証
の
交
付
日
か
ら
当
該
適
合
証
に
よ
り
更
新
さ
れ
る
車
検
有
効
期
間
の
満
了
日
ま
で

の
期
間
の
う
ち
一
部
の
期
間
に
お
い
て
自
賠
責
未
加
入
状
況
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
適

合
証
を
交
付
し
た
。

令
和
７
年
度
特
定
整
備
事
業
者
の
処
分
状
況
一
覧
表

（
令
和
８
年
３
月
末
現
在
）

支
局

処
分
年
月
日

処
分

内
容

違
反

の
概

要

宮
城

令
和
７
年
１
０
月

自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
停
止

１
５
日
間

・
特
定
整
備
記
録
簿
の
虚
偽
記
載

・
特
定
整
備
記
録
簿
の
一
部
記
載
漏
れ

・
故
意
以
外
に
よ
る
点
検
整
備
料
金
の
過
剰
請
求

・
整
備
主
任
者
の
特
定
整
備
等
に
関
す
る
統
括
管
理
不
備
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検査場からのお知らせ 

東北検査部秋田事務所 

注意事項 

・不慣れな方は、必ず職員にお申し出ください。 

・フルタイム４ＷＤ車はマルチコースに並んで下さい。フルタイム４ＷＤ以外（切

り換え有り車両含む）の車両は兼用コースに並んでください。 

・車台番号・エンジン型式・モーター型式は、入庫した時点で打刻位置を確認し、

見やすいように清掃等を行ってから受検して下さい。また、職権打刻が必要な場

合は事前に整備部門にご相談ください。 

・ハイブリッド車の整備モードへの切り替えや、トラクションコントロール装置、

横滑り防止装置、坂道発進補助装置等の装置を装着している車両の場合、受検前

に変更方法を確認するとともに、実際に切り替えや解除ができることを確認して

から受検して下さい。 

・灯火等の各スイッチの場所を確認してから受検してください。 

・検査場待機コースの傾斜している部分について、安全のため停車禁止部分をもう

けました。斜線部分には停車しないようよろしくお願いします。 

・スピードメーター検査の際、４０㎞／ｈで速度が落ち着いてから、ボタンの申告

を行うようにお願いいたします。加速しながら申告し、「×」となることが非常

に多くなっております。 

・冬期間コース入場の際は、タイヤハウスへの着雪、ボンネットや屋根への積雪な

どは、必ず取り除いてから入場願います。コース上へ落ちた雪がブレーキテスタ

部分に着雪し、制動力が検出できない場合や、各車両のホイールベースが正確に

測れず検査を開始できない等の障害が発生しております。コースを閉鎖しての復

旧作業が必要になるため、他の車両の受検に多大な影響を与える恐れがありま

す。 

・運転席を除くシートベルトは、装着状態にしておくようにお願いします。 

・受検の際は、荷物（交換用タイヤを含む）は積まないでください。 

・受検中は自動車検査票を保持し、検査担当者の求めに応じて提示してください。

なお、下回り検査担当者に自動車検査票その他の書面を提示する場合は、ピット

開口部からの受け渡しは行わないでください。 

・OBD検査対象車にあっては、当該自動車のデータリンクコネクタには何も取付け

られておらず、検査用スキャンツールを接続できる状態にしてください。 

７. 検査場からのお知らせ
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８. 令和 7 年度不当要求発生件数（プレスリリース）
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９.OBD 検査について
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ひ ふく

車のナンバープレートは
見やすく表示！
ナンバープレートの表示義務が
明確化されます

平成28年4月1日から
禁止

カバー
回転

折り返し被覆

、ナンバープレートをカバー等で被覆すること、
シール等を貼り付けること、回転させて表示すること、折り返すこと等が
明確に禁止されます。

平成28年4月1日以降平成28年4月1日以降

ナンバープレートカバーは
装着禁止!!
無色透明でもダメ!!

／ 警察庁

ひ ふく

回転させて
取り付けては
いけません。

折り返しては
いけません。

ナンバープレートの
すべての文字が判読でき
なければダメ！！

8 8

8
8

10. ナンバープレート取付角度等
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ナンバープレートの表示に係る主な新基準の適用について
法・省令・
告示施行
H28.4.1 H33.4.1

新基準の
全面適用

（自動車登録番号標等の表示の義務）
第十九条　自動車は、国土交通省令で定めるとこ

ろにより、…自動車登録番号標及びこれに記載
された自動車登録番号を見やすいように表示
しなければ、運行の用に供してはならない。

自動車の運行中番号が判読できる
ように、見やすい位置に取り付け

【現行】省令の規定

【現行】道路運送車両法の規定 【改正】道路運送車両法の規定

【改正】省令・告示の規定

一定の幅、厚さ以下のもの
　例：左右幅18.5mm以下、厚さ30mm以下

例： 上10°～下10°（四輪前面）
 左5°～0°（四輪後面）
 上40°～下15°（二輪後面）

自動車の運行中番号の識別に支障が生じないように、見やすい位置に表示位置

禁止角度（回転）

番号を被覆せず、自動車の
運行中番号の判読ができるものフレーム

自動車の運行中番号が判読
できる見やすい角度角度（上下・左右）

禁止被覆

（自動車登録番号標の表示の義務）
第十九条　自動車は、・・・自動車登録番号標を国土交通省令で定める位置に、かつ、被覆しないこと
　その他当該自動車登録番号標に記載された自動車登録番号の識別に支障が生じないものとして国土交通
　省令で定める方法により表示しなければ、運行の用に供してはならない。

平成33年3月31日までに
初めて登録・検査・使用の
届出がある自動車に適用

平成33年4月1日以降に初
めて登録・検査・使用の届
出がある自動車に適用

※１ 角度（上下向き・左右向き）、フレーム、ボルトカバーの基準は、平成33年４月１日以降に初めて登録・検査・使用の届出がある自動車について適用する。（平成33年３月31日までに登録・検査・使用の届出
がある自動車については、自動車の運行中番号が判読できるような見やすい角度によること、番号を被覆せず、脱落するおそれがなく、自動車の運行中番号が判読できるフレーム又はボルトカバーを
取り付けることができる。）

※２ ナンバープレートに取り付けたときの当該ナンバープレートの外縁からフレームの内縁までの長さ
※３ ナンバープレートに取り付けたフレーム・ボルトカバーの当該ナンバープレートの表面から突出している部分の厚さ

●直径が28㎜以下であって番号に被覆しないもの
●厚さが※３が9㎜以下
●脱落するおそれのないもの

●幅※２が上部10㎜以下、左右18.5㎜以下、
 下部13.5㎜以下
●厚さ※３が上部6㎜以下
 （上部の幅が7㎜以下の場合は10㎜以下）、
 その他30㎜以下
●脱落するおそれのないもの

禁止（封印、検査標章・保険標章等、下記のフレーム・ボルトカバーを除く。）

上向き10°～
下向き10°

番号（ナンバープレートのすべての文字をいう。以下、同じ。）の識別に支障が生じないように、見やすい位置

後面のナンバープレート

バイクのナンバープレートナンバープレートの
上端が1.2m超の場合

ナンバープレートの
上端が1.2m以下の場合

前面のナンバープレート項　　　　　目

水　平

●確実に取り付けていること
●折り返されていないこと、表裏・上下が逆さでないこと等、番号の識別に支障が生じないことそ　　の　　他

被覆・汚れ・
物品の取付け

フ レ ー ム※１

位　　　　　置

禁　止

角

　
度

ボルトカバー※１

回　　　転

左右向き※１

上下向き※１

上向き45°～
下向き5°

1.2m以下

上向き25°～
下向き15° 上向き40°～

下向き15°

左向き10°～
左右向き0°

左右向き0°
左向き5°～左右向き0°

これまで「番号を見やすいように表示しなければならない」
とだけ定められていたナンバープレートですが、新基準に
より位置や角度が数値で明確に規定されました。
知らなかったではすまされません！ 

一定の角度

幅が10㎜以下、厚さ6㎜以下
（幅が7㎜以下の場合は厚さ10㎜以下）

幅が13.5㎜以下、厚さ30㎜以下

幅が18.5㎜以下、
厚さ30㎜以下

上部

左右

下部

車のナンバープレートの
表示に係る新基準

猶予期間

1.2m超
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12. 重量税照会サービスについて
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土砂等を運搬する大型自動車の番号表示について

〇 土砂等を運搬する大型自動車を使用する者は、「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止

等に関する特別措置法施行規則」第六条により、表示番号は以下のように表示しなければなりません。

土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法

（表示番号の表示）

第六条

表示番号は、次に掲げる文字及び記号をその順序により組み合わせて定めるものとし、別表第一の例

により、荷台の両側面及び後面に表示しなければならない。

一 大型自動車の使用の本拠の位置を管轄する運輸監理部又は運輸支局（使用の本拠の位置が自動車

検査登録事務所の管轄区域に属する場合にあつては、当該自動車検査登録事務所）を表示する文字

（別表第二）

二 経営する事業の種類を表示する文字及び記号（別表第三）

三 五けた以下のアラビア数字

備考 表示方法は、ペンキ等により左横書きとし、文字、記号及び数字は黒色とし、地を白色とすること。

土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法

（表示番号等の表示）

第四条

土砂等の運搬の用に供する大型自動車（以下「土砂等運搬大型自動車」という。）を使用する者は、国

土交通省令で定めるところにより、前条の規定による指定に係る表示番号その他国土交通省令で定める

事項を当該土砂等運搬大型自動車の外側に見やすいように表示しなければならない。

（罰則）

第二十条

次の各号の一に該当する者は、三万円以下の罰金に処する。

一 第四条の規定に違反して、表示をせず、又は虚偽の表示をした者

東北運輸局秋田運輸支局 輸送・監査部門

13. 土砂等を運搬する大型自動車の番号表示について
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15. その他
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16. 大型車の車輪脱落事故防止
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0
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大
型
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の
車
輪
脱
落
事
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生
件
数
の
推
移

全
国

う
ち
人
身
事
故
（
全
国
）

東
北

う
ち
人
身
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故
（
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北
）

①
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東
北
管
内
車
輪
脱
落
事
故
発
生
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況
（
速
報
値
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又
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０
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ボ
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損

又
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落
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落
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２
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①
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年
度
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内
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）
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動
車
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２
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（
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４
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換
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換
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換
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ど
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入
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折
損

２
件タ
イ
ヤ
脱
落
時
の
原
因

n=
24

ＩＳ
Ｏ
方
式

２
３
件

Ｊ
ＩＳ
方
式

１
件

締
め
付
け
方
式

n=
24

①
令
和
７
年
度
東
北
管
内
車
輪
脱
落
事
故
発
生
状
況
（
速
報
値
）

出
典
：
自
動
車
事
故
報
告
規
則
に
基
づ
く
報
告
及
び
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
報
告

「
増
し
締
め
有
り
」
1１
件
に
つ
い
て
、
脱
落
の
主
な
推
測
要
因

•
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
等
の
劣
化
・
摩
耗

•
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
等
の
ネ
ジ
部
、
ハ
ブ
面
の
錆
や

汚
れ 「
増
し
締
め
有
り
」
１
１
件
に
つ
い
て

•
大
半
が
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
自
ら
車
輪
脱
着
作
業

を
実
施
し
、
増
し
締
め
も
実
施
し
て
い
る
が
、
１
ヶ

月
以
内
に
脱
落
事
故
が
３
件
発
生
し
て
い
る
。

•
い
ず
れ
も
車
齢
７
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
車
齢

１
０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
車
両
が
９
件
で
約
８
２

％
を
占
め
て
い
る
。

•
経
年
劣
化
の
影
響
も
あ
り
、
ネ
ジ
部
、
ハ
ブ
面
の

錆
、
汚
れ
等
の
除
去
不
十
分
や
潤
滑
剤
の
塗
布

不
十
分
等
に
よ
り
、
適
正
な
締
め
付
け
力
を
得
ら

れ
ず
脱
落
に
至
っ
た
と
推
測
。

•
日
常
点
検
に
お
い
て
、
確
認
が
不
十
分
で
あ
り
、

緩
み
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
脱
落
に
至
る
と
推

測
。

【
対
策
の
方
向
性
】

ネ
ジ
部
、
ハ
ブ
面
の
錆
、
汚
れ
等
の
清
掃
作
業
や
適
切
な
潤
滑
剤
の
塗
布
を
実
施

劣
化
、
摩
耗
が
進
ん
だ
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
等
は
早
め
に
交
換

日
常
点
検
等
に
お
け
る
、
マ
ー
キ
ン
グ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
等
の
活
用

左
後
輪
の
脱
落
割
合
が
高
い
こ
と
の
推
測

左
後
輪
が
多
く
脱
落
す
る
原
因
に
つ
い
て
は
以
下
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

•
右
折
時
は
、
比
較
的
高
い
速
度
を
保
っ
た
ま
ま
旋
回

す
る
た
め
、
遠
心
力
に
よ
り
積
み
荷
の
荷
重
が
左
輪

に
大
き
く
働
く
。

•
左
折
時
は
、
低
い
速
度
で
あ
る
が
左
後
輪
が
ほ
と
ん

ど
回
転
し
な
い
状
態
で
旋
回
す
る
た
め
、
回
転
方
向
に

対
し
て
垂
直
に
タ
イ
ヤ
が
よ
じ
れ
る
よ
う
に
力
が
働
く
。

•
道
路
は
中
心
部
が
高
く
作
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い

こ
と
か
ら
、
車
両
が
左
（
路
肩
側
）
に
傾
き
、
左
輪
に
よ

り
大
き
な
荷
重
が
か
か
る
。

前
輪
は
、
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
緩
み
等
の
異
常
が
発
生

し
た
場
合
、
ハ
ン
ド
ル
の
振
動
等
に
よ
り
運
転
手
が
気

付
き
や
す
い
。

増
し
締
め
有
り

１
１
件

増
し
締
め
無
し

１
２
件

不
明

１
件

脱
着
作
業
後
の
増
し
締
め
実
施
の
有
無 n=
24

左
後
輪

２
４
件

車
輪
脱
落
箇
所

n=
24
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②
大
型
車
を
取
り
扱
う
指
定
工
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
態
調
査
結
果

東
北
運
輸
局
で
は
、
令
和
７
年
度
「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
、
大
型
車
を
取
り
扱
う
指
定
工
場
に
対
し
、
監
査
等
の
機
会
を

通
じ
て
増
し
締
め
の
周
知
方
法
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
管
内
計
７
０
事
業
場
に
実
施

し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容

タ
イ
ヤ
脱
着
時
（
定
期
点
検
含
む
）
に
お
け
る
増
し
締
め
の
周
知
方
法

・
点
検
整
備
記
録
簿
へ
の
記
載

・
増
し
締
め
を
促
す
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
等
の
配
布

・
し
て
い
な
い

初
め
て
入
庫
す
る
車
両
（
事
業
者
）
等
へ
の
増
し
締
め
の
必
要
性
等
の
説
明

・
説
明
し
て
い
る

・
説
明
し
て
い
な
い

増
し
締
め
作
業
の
依
頼
状
況

・
依
頼
有
り

・
依
頼
無
し

増
し
締
め
入
庫
の
促
進

・
し
て
い
る
（
チ
ラ
シ
配
布
、
増
し
締
め
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

・
し
て
い
な
い

著
し
く
さ
び
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
、
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル

の
状
態
の
車
両
の
入
庫
状
況

・
入
庫
あ
り
（
約

割
程
度
）

・
入
庫
無
し

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
の
ネ
ジ
部
及
び
各
部
の
清
掃
や
指
定
潤
滑
剤
の

塗
布
状
況

・
実
施
し
て
い
る

・
一
部
実
施
し
て
い
な
い

・
実
施
し
て
い
な
い

②
大
型
車
を
取
り
扱
う
指
定
工
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
態
調
査
結
果

点
検
整
備
記
録
簿
へ
の

記
載

, 6
7%

増
し
締
め
を
促
す
お
知

ら
せ
チ
ラ
シ
等
の
配
布

, 
21

%

周
知
し
て
い
な
い

, 1
3%

タ
イ
ヤ
脱
着
時
（
定
期
点
検
含
む
）
に
お
け
る

増
し
締
め
の
周
知
方
法

説
明
し
て
い
る

82
%

説
明
し
て
い
な
い

, 1
8%

初
め
て
入
庫
す
る
車
両
（
事
業
者
）
等
へ
の

増
し
締
め
の
必
要
性
等
の
説
明

依
頼
有
り

41
%

依
頼
無
し

, 5
9%

増
し
締
め
作
業
の
依
頼
状
況
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②
大
型
車
を
取
り
扱
う
指
定
工
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
態
調
査
結
果

し
て
い
る
（
チ
ラ
シ
配

布
、
増
し
締
め
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

, 
55

%

し
て
い
な
い

, 4
5%

増
し
締
め
入
庫
の
促
進

入
庫
あ
り

, 8
2%

入
庫
無
し

, 1
8%

著
し
く
さ
び
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
、

デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
の
状
態
の
車
両
の
入
庫
状
況

実
施
し
て
い
る

, 8
6%

一
部
実
施
し
て
い
る

, 9
%

実
施
し
て
い
な
い

,  
5%

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
の
ネ
ジ
部
及
び

各
部
の
清
掃
や
指
定
潤
滑
剤
の
塗
布
状
況

②
大
型
車
を
取
り
扱
う
指
定
工
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
実
態
調
査
結
果

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

管
内
計
：
７
０
事
業
場

増
し
締
め
作
業
の
依
頼
は
４
４
％
（
昨
年
度
：
４
０
％
）
で
依
頼
が

あ
っ
た
。

増
し
締
め
の
入
庫
促
進
を
し
て
い
る
事
業
場
は
６
４
％
（
昨
年
度
：

８
１
％
）

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
の
ネ
ジ
部
及
び
各
部
の
清
掃
や
指

定
潤
滑
剤
の
塗
布
状
況
は
、
４
％
（
昨
年
度
：
０
％
）
の
事
業
場
で

「
実
施
し
て
い
な
い
」
又
は
「
一
部
実
施
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
（
き
ち
ん
と
塗
布
す
る
よ
う
指
導
済
）

点
検
時
及
び
車
輪
脱
着
作
業
時
に
は
、
ホ
イ
ー
ル
・ナ
ッ
ト
の
脱

落
事
故
防
止
の
た
め
、
以
下
の
事
項
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ブ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
ね
じ
部
及
び
ナ
ッ
ト
座
面
の
清
掃
を

行
う
と
と
も
に
、
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
の
ね
じ
部
に
は
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
を
適
切
に
塗
布
す
る
こ
と
。

錆
や
摩
耗
が
著
し
い
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
、
回
転
が
ス
ム
ー
ズ
で

な
い
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
は
使
用
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
交
換
す
る
よ

う
使
用
者
等
へ
周
知
す
る
こ
と
。
特
に
、
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
及
び

ナ
ッ
ト
が
新
品
装
着
後
4
年
以
上
経
過
し
て
い
る
車
両
に
つ
い
て

は
重
点
的
に
確
認
す
る
こ
と
。

増
し
締
め
の
必
要
性
に
つ
い
て
使
用
者
等
へ
十
分
説
明
す
る
と

と
も
に
、
点
検
整
備
記
録
簿
へ
の
記
載
や
チ
ラ
シ
の
配
布
等
に
よ

り
周
知
を
図
る
こ
と
。

事
業
者
の
皆
様
へ
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画
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③
大
型
車
の
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
・
保
守
管
理
作
業
解
説
動
画

車
輪
脱
落
事
故
を
起
こ
し
た
車
両
は
、
劣
化
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

等
が
使
用
さ
れ
て
い
た
り
、
タ
イ
ヤ
脱
着
時
に
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
等
の

清
掃
や
潤
滑
剤
の
塗
布
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る

状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
等
の
タ
イ
ヤ
脱
着

作
業
者
が
、
い
つ
で
も
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
手
順
や
保
守
管
理

作
業
手
順
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
作
業
手
順
動
画
を
公
開
し
て
お
り
ま

す
。 大
型
車
の
車
輪
の
脱
落
は
、
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
大
変

危
険
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
、
保
守
管
理
作
業
の
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。

＜
国
土
交
通
省
Yo

uT
ub

eチ
ャ
ン
ネ
ル
動
画
一
覧
＞

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
手
順
：
１
０
分
程
度

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
手
順
＋
作
業
主
旨
の
解
説
：
１
５
分
程
度

適
切
な
タ
イ
ヤ
保
守
管
理
作
業
手
順
：
３
分
程
度

適
切
な
タ
イ
ヤ
保
守
管
理
作
業
手
順
＋
作
業
主
旨
の
解
説
：
５
分
程
度

＜
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
手
順
＞

＜
適
切
な
タ
イ
ヤ
保
守
管
理
作
業
手
順
＞

③
大
型
車
の
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
・
保
守
管
理
作
業
解
説
動
画
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1
.車
輪
取
り
外
し

2
.清
掃
・
点
検

3
.潤
滑
剤
の
塗
布

4
.車
輪
の
取
り
付
け

5
.ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
締
付
け
作
業

6
.ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
お
よ
び
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
、

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
取
付
け

7
.作
業
終
了
確
認

③
大
型
車
の
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
・
保
守
管
理
作
業
解
説
動
画

＜
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
取
り
付
け
後
の
増
し
締
め
＞

＜
日
常
点
検
＞

2
.点
検
ハ
ン
マ
ー
等
を
使
用
し
て
の
緩
み
の
点
検

3
.タ
イ
ヤ
の
点
検

4
.日
常
点
検
表
の
活
用

＜
3
か
月
定
期
点
検
＞

1
.目
視
で
の
点
検
（
ナ
ッ
ト
の
緩
み
以
外
）

＜
1
2
か
月
定
期
点
検
＞

③
大
型
車
の
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
・
保
守
管
理
作
業
解
説
動
画
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「自動車検査証の有効期間の取扱いについて」（参考） 

 
〇検査証の有効期間の満了する２月前の日 

（例）   
検査証の有効期間の満了する日 自動車検査証の有効期間の満了する日の 

２月前の日 

1 月 30 日及び 31 日 11 月 30 日 

2 月 15 日 12 月 15 日 

4 月 29 日及び 30 日 2 月 28 日（閏年にあっては 29 日） 

8 月 30 日及び 31 日 6 月 30 日 
 
※注意事項 
自動車検査証の有効期間は、満了する日から２月を超えて残っている場合、申請 
日当日から起算され、有効期間が短縮されますので、検査前に確認して下さい。 
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1 月 30 日及び 31 日 11 月 30 日 

2 月 15 日 12 月 15 日 

4 月 29 日及び 30 日 2 月 28 日（閏年にあっては 29 日） 

8 月 30 日及び 31 日 6 月 30 日 
 
※注意事項 
自動車検査証の有効期間は、満了する日から２月を超えて残っている場合、申請 
日当日から起算され、有効期間が短縮されますので、検査前に確認して下さい。 
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１. 秋田県市町村別保有車両数１．秋田県市町村別保有車両数
令和８年３月３１日現在 R7.3.31現在

貨　物 乗　合 乗　用 特種（殊） 小型二輪 軽自動車 合　　計 合　計 R8-R7

秋田市 15,617 490 108,844 5,578 3,838 92,868 227,235 228,063 -828

能代市 2,765 126 15,533 1,326 628 20,812 41,190 41,464 -274

大館市 3,956 148 22,319 2,099 733 26,445 55,700 56,113 -413

横手市 4,000 166 27,137 2,209 1,012 38,667 73,191 73,647 -456

由利本荘市 2,889 159 25,734 1,513 966 30,328 61,589 62,064 -475

男鹿市 1,281 59 7,753 594 275 10,469 20,431 20,736 -305

湯沢市 2,093 108 13,385 1,172 551 18,136 35,445 35,755 -310

大仙市 4,330 150 27,567 2,020 896 33,813 68,776 69,090 -314

鹿角市 1,607 74 8,938 1,012 254 12,834 24,719 24,930 -211

潟上市 1,611 18 10,917 621 509 12,608 26,284 26,212 72

北秋田市 1,495 76 9,973 884 308 11,233 23,969 24,249 -280

仙北市 1,252 89 8,304 677 242 10,395 20,959 21,194 -235

にかほ市 906 51 8,772 267 438 8,913 19,347 19,419 -72

全市計 43,802 1,714 295,176 19,972 10,650 327,521 698,835 702,936 -4,101

小坂町 330 11 1,527 202 70 1,963 4,103 4,147 -44

鹿角郡不明 0 0 1 2 0 0 3 3 0

鹿角郡計 330 11 1,528 204 70 1,963 4,106 4,150 -44

上小阿仁村 68 3 707 60 22 716 1,576 1,605 -29

北秋田郡不明 0 0 0 8 0 0 8 8 0

北秋田郡計 68 3 707 68 22 716 1,584 1,613 -29

三種町 927 22 4,777 285 173 7,515 13,699 13,881 -182

八峰町 292 11 1,965 176 85 3,017 5,546 5,649 -103

藤里町 116 4 808 61 28 1,373 2,390 2,449 -59

山本郡不明 1 0 0 1 0 0 2 2 0

山本郡計 1,336 37 7,550 523 286 11,905 21,637 21,981 -344

井川町 194 5 1,525 98 48 1,940 3,810 3,801 9

八郎潟町 199 9 1,853 100 68 2,340 4,569 4,630 -61

五城目町 252 33 2,671 163 88 3,459 6,666 6,772 -106

大潟村 947 6 1,404 54 68 1,607 4,086 4,007 79

南秋田郡不明 2 0 0 6 0 0 8 8 0

南秋田郡計 1,594 53 7,453 421 272 9,346 19,139 19,218 -79

由利郡不明 0 0 0 5 0 0 5 5 0

由利郡計 0 0 0 5 0 0 5 5 0

美郷町 973 32 6,286 387 262 8,720 16,660 16,809 -149

仙北郡不明 1 0 1 7 0 0 9 9 0

仙北郡計 974 32 6,287 394 262 8,720 16,669 16,818 -149

東成瀬村 153 8 757 88 21 1,193 2,220 2,257 -37

羽後町 532 33 4,290 359 151 6,446 11,811 11,910 -99

雄勝郡不明 2 2 5 4 0 0 13 13 0

雄勝郡計 687 43 5,052 451 172 7,639 14,044 14,180 -136

全郡計 4,989 179 28,577 2,066 1,084 40,289 77,184 77,965 -781

不明 0 0 0 0 0 156 156 177 -21

総合計 48,791 1,893 323,753 22,038 11,734 367,966 776,175 781,078 -4,903

※軽自動車については、軽二輪を除き、一般社団法人全国軽自動車協会連合会調べ

２．整備事業者のＢＣＰ（事業継続計画）の策定 
－ 災害発生に備えた事業の継続・早期復旧の取組み － 

ＢＣＰ（事業継続計画）とは？ 
ＢＣＰ（事業継続計画）とは、自然災害やパンデ

ミックなどにより企業が受ける影響や損害・被害を

最小限に留めるための方法や手段を計画するもので

あり、緊急時における対策だけでなく、予防策とし

て平常時の活動も含まれています。 

ＢＣＰテンプレートのダウンロード 

マニュアルは（一社）日本自動車整備振興会のホームぺージよりダウンロードできます。また、

動画を視聴しながらＢＣＰを作成できる「ＢＣＰ速成版の手引き」がＹｏｕＴｕｂｅで見れます。 

【手順】日整連ホーム https://www.jaspa.or.jp/ > 整備事業関連情報 >「BCP（事業継続計画）」 

− 79−



２．整備事業者のＢＣＰ（事業継続計画）の策定 
－ 災害発生に備えた事業の継続・早期復旧の取組み － 

ＢＣＰ（事業継続計画）とは？ 
ＢＣＰ（事業継続計画）とは、自然災害やパンデ

ミックなどにより企業が受ける影響や損害・被害を

最小限に留めるための方法や手段を計画するもので

あり、緊急時における対策だけでなく、予防策とし

て平常時の活動も含まれています。 

ＢＣＰテンプレートのダウンロード 

マニュアルは（一社）日本自動車整備振興会のホームぺージよりダウンロードできます。また、

動画を視聴しながらＢＣＰを作成できる「ＢＣＰ速成版の手引き」がＹｏｕＴｕｂｅで見れます。 

【手順】日整連ホーム https://www.jaspa.or.jp/ > 整備事業関連情報 >「BCP（事業継続計画）」 

２. 整備事業者のＢＣＰ（事業継続計画）の策定

３.自動車整備事業場用「環境家計簿システム」活用のお願い
３．自動車整備事業場用環境家計簿システム活用のお願い 

［環境家計簿システムの利用手順］ 

① 日整連ＨＰ【https://www.jaspa.or.jp/】 

 トップ画面〜下方に「環境家計簿」があります 

②「環境家計簿」クリック⇒「利用者専用ログイン」 

▶ 新規登録 ▶「業態」〜「登録メールアドレス」 

 迄各項目を入力 ▶｢確認｣ ▶｢登録｣ 

 ＊登録メールアドレスに「仮パスワードを送信しました」 

の画面が出ます（画面を閉じて、メール受信を確認） 

・送信されたパスワード（メールアドレスが｢会員ＩＤ｣）でログインして利用する 

日整連ホームページ
の下部「環境家計簿」
クリック！ 

４．経営自己診断システムのご紹介
　　経営自己診断システムは、独立行政法人中小企業基盤整備機構が運営するＷＥＢサイト
　で提供されているもので、自社財務データを入力する事で即時に財務上の問題点が把握
　できます。登録不要、無料でご利用して戴けますので、積極的にご活用ください。

「経営自己診断システム」 　①（一社）日本自動車整備振興会連合会ホームページ

　　https://www.jaspa.or.jp/　より「整備事業関連情報」クリック

「整備事業関連情報」ページを下にスクロール ⇒「中小企業基盤整備機構　経営自己診断システム」があります

②「経営自己診断システム」のバナーをクリックし必要事項
　を入力してご活用ください。

４. 経営自己診断システムのご紹介
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5. 令和 7 年度 運輸支局長等による高等学校訪問結果
○
令
和
７
年
度
運
輸
支
局
長
等
に
よ
る
高
等
学
校
訪
問
結
果

平
成
２
６
年
度
よ
り
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
へ
の
高
校
生
等
の
理
解
向
上
を
図
り
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
就
職
す
る
若
者
を
確
保
す
る
た
め
、
国
（
運
輸
支
局
）
が
中
心
と
な

り
、
自
動
車
整
備
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
高
等
学
校
の
校
長
等
を
訪
問
等
し
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
の
社
会
的
重
要
性
、
将
来
性
に
つ
い
て
説
明
を
実
施
。

令
和
７
年
度
も
、
引
き
続
き
、
全
国
の
運
輸
支
局
長
等
が
地
方
連
絡
会
事
務
局
と
共
に
、
４
月
か
ら
全
国
５
６
０
校
※
に
対
し
て
訪
問
。

（
参
考
（
直
近
５
年
）
：
令
和
７
年
度

５
６
０
校

令
和
６
年
度

６
１
５
校

令
和
５
年
度

５
７
５
校

令
和
４
年
度

５
５
５
校

令
和
３
年
度

５
７
２
校

）

※
資
料
を
送
付
し
て
電
話
で
説
明
す
る
な
ど
を
行
っ
た
件
数
を
含
む
。

訪
問
等
し
た
多
く
の
高
等
学
校
で
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
や
整
備
士
不
足
の
状
況
を
理
解
い
た
だ
き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
校
内
で
の
情
報
共
有
や
、
進
路
指
導
の
際
の
選
択

肢
と
し
て
自
動
車
整
備
の
仕
事
を
紹
介
す
る
等
の
前
向
き
な
反
応
。

ま
た
、
本
取
組
み
に
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
自
動
車
整
備
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
、
自
動
車
に
興
味
が
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
及
び
自
動
車
整
備
に

対
し
て
保
護
者
に
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
・
中
学
生
の
早
い
時
期
か
ら
自
動
車
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
や
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
要

望
を
い
た
だ
い
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
対
応
を
検
討
し
、
今
後
の
国
と
協
議
会
の
取
組
に
反
映
さ
せ
、
自
動
車
整
備
士
の
人
材
確
保
を
進
め
る
。

主
な
要
望

主
な
意
見

・
自
動
車
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
小
・
中
学
生
の
う
ち
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
が
必
要

・
業
界
が
実
際
の
整
備
環
境
を
見
せ
る
努
力
、
整
備
士
の
魅
力
を
伝
え
る
努
力
が
必
要

（
例
え
ば
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
実
際
の
整
備
作
業
風

景
を
見
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
の
構
築
）

・
自
動
車
に
興
味
が
あ
る
生
徒
が
少
な
い

・
３
K
の
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い

・
就
職
先
を
決
め
る
際
に
保
護
者
や
O
B
・先
輩
の
声
に
影
響
を
受
け
や
す
い

・
自
動
車
整
備
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
。

興
味
・
魅
力

イ
メ
ー
ジ

・
企
業
説
明
会
で
は
、
生
徒
よ
り
も
保
護
者
に
来
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い

・
福
利
厚
生
と
し
て
、
会
社
で
一
定
程
度
の
住
居
負
担
を
考
慮
す
べ
き

・
魅
力
を
感
じ
る
待
遇
が
な
い
と
選
択
し
な
い

・
初
任
給
が
２
０
万
円
を
超
え
な
い
と
求
人
票
を
見
て
も
ら
え
な
い

・
求
人
票
は
電
子
化
さ
れ
、
生
徒
は
電
子
媒
体
で
閲
覧
し
て
い
る

求
人

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
見
学
だ
け
で
な
く
、
体
験
で
き
る
と
良
い

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
行
っ
て
い
る
企
業
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
）
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
企
業
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
実
施
し
て
欲
し
い

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
現
場
の
雰
囲
気
等
を
感
じ
、
実
際
に
勤
務
で
き
る
か
気
に
し

て
い
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
専
門
学
校
の
学
費
や
奨
学
金
に
つ
い
て
、
親
の
関
心
が
高
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
教

え
て
欲
し
い

・
養
成
校
で
は
奨
学
金
も
あ
る
が
、
入
学
金
等
の
一
定
額
を
支
払
っ
て
か
ら
奨
学
金
を
受

け
取
る
の
で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

・
専
門
学
校
へ
の
奨
学
金
制
度
は
充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
者
へ
の
支

援
が
無
い

経
済
的
・

奨
学
金

・
最
近
の
整
備
業
界
が
環
境
改
善
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
保
護
者

が
そ
れ
を
知
る
環
境
に
な
い

・
催
し
物
を
開
催
し
、
女
性
で
も
問
題
が
無
い
職
業
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
し
て
欲
し
い

・
賃
金
ア
ッ
プ
も
大
事
で
あ
る
が
、
福
利
厚
生
や
土
日
休
の
条
件
を
重
視
す
る
傾
向

・
地
元
の
企
業
へ
就
職
が
多
い

・
職
場
環
境
を
重
視
す
る
傾
向

給
料
・
待
遇

環
境
改
善

・
養
成
施
設
の
指
導
員
に
対
す
る
自
動
車
整
備
士
の
資
格
取
得
を
優
遇
す
る
等
の
措
置
を
検

討
い
た
だ
け
な
い
か
。

・
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
で
き
る
の
は
良
い

・
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

・
整
備
士
の
資
格
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
自
動
車
整
備
工
場
に
は
就
職
で
き
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
た

資
格
取
得

・
企
業
説
明
会
に
お
い
て
直
接
地
元
企
業
の
方
と
求
職
者
が
対
面
し
て
説
明
す
る
機
会
も
あ

る
た
め
、
活
用
し
て
は
い
か
が
か

・
教
師
で
は
な
く
（株
）さ
ん
ぽ
う
等
が
行
っ
て
い
る
説
明
会
に
参
加
し
て
、
直
接
生
徒
に
話
し
て

も
ら
っ
た
方
が
伝
わ
る
。

・
女
性
で
整
備
士
を
目
指
す
と
い
う
の
は
か
な
り
稀

・
保
護
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
大
事
、
子
供
を
整
備
士
に
進
ま
せ
た
い
と
思
わ
せ
な
い
と
い

け
な
い

そ
の

他
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もっと

自動車整備士は
SDGｓ達成に必要な仕事です
あなたも自動車整備士となり、
よりよいクルマ社会を
目指していきませんか？

自動車整備士の
シゴト
バーチャル体験

YouTube
ゆっくり
解説動画

YouTube

自動車整備士資格を取る
方法とそのメリット

整備士の挑戦と未来！
高度修理技術で描くキャリアパス

自動車整備士になるための
学校とコースの選び方

スマートフォンや
パソコンから
最先端の整備工場を
360°視野で
見学できるぞ！

バーチャル
整備工場を
体験してみよう

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会／全国自動車大学校・整備専門学校協会／全国自動車短期大学協会／
一般社団法人日本自動車販売協会連合会／一般社団法人全国軽自動車協会連合会／一般社団法人日本自動車工業会／
一般社団法人日本自動車連盟／日本自動車車体整備協同組合連合会／全国自動車電装品整備商工組合連合会／
全国タイヤ商工協同組合連合会／全国オートバイ協同組合連合会／一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会／
日本自動車輸入組合／一般社団法人自動車用品小売業協会／公益財団法人日本自動車教育振興財団／一般社団法人日本自動車会議所

自動車整備人材確保・育成推進協議会

自動車
整備士を
知ろう！

自動車
整備士
の
仕事

国家資格 地元で
就職可能

全国に
92,000軒の工場

スキル
アップ

働きながら

クルマに乗る人も乗らない人も安心して暮らせる理由は

自動車整備専門学校への進学を
目指す生徒で、支援対象条件を満
たす全員が、授業料減免と給付型
奨学金を受けられる制度です。

経済的条件を満たして
いれば誰でも受給可能

2年目以降も支援の継
続が可能

約９割の自動車整備専門
学校も対象

東京都専修学校各種学校協会「令和6年度学生生徒納付金調査」より

特定の企業へ就職など
の条件がない

日本学生支援機構が扱う制度

高等教育の修学支援制度

授業料減免 給付型奨学金
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実家暮らし私立自動車整備専門学校通いの場合

支援額
学校への平均納付金額

支援額でほぼカバーできる！
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総支給額
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（3.83万×12ヶ月）
（１年分）

「修学支援  
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奨学金制度奨学金制度

もっと

自動車整備士は
SDGｓ達成に必要な仕事です
あなたも自動車整備士となり、
よりよいクルマ社会を
目指していきませんか？

自動車整備士の
シゴト
バーチャル体験

YouTube
ゆっくり
解説動画

YouTube

自動車整備士資格を取る
方法とそのメリット

整備士の挑戦と未来！
高度修理技術で描くキャリアパス

自動車整備士になるための
学校とコースの選び方

スマートフォンや
パソコンから
最先端の整備工場を
360°視野で
見学できるぞ！

バーチャル
整備工場を
体験してみよう
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全国の養成学校の
情報はこちら

自動車整備士の
  　　って？

自動車に故障や異常がない

かを確認する「点検」、故障や

異常のある箇所の機能回復

を行う「整備」、そして、自動

車が国の定めた基準に適

合していることを確認す

る「車検」などが自動車

整備士の主な仕事です。

自動車がある限り必要な職業です。 年間給与は増加傾向にあります。 全国に約92,000工場あり、住み慣れた街
での就職が可能です。

自動車整備士として
活躍できる場所

整備工場／ディーラー／
自動車メーカーなど

全国のコンビニ約56,000軒の1.6倍

出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」を基に算出
（自動車整備業のほかに修理従事者を含む）

自動車整備士
主な

“3つ” の仕事

自動車整備士の 3選
需要の安定1 2 3給与の上昇 職場の選択肢
仕事がなくなりません！ 収入を得やすい仕事！ 地元で就職が可能！

R 3 4 5 6

年間給与の推移

魅 力

自動車の装置が正常
に作動しているかどう
かを判断するスキャン
ツールで、故障箇所を
容易に見つけること
ができます。

Scan Tool

自動車整備士
の技術も
アップデート！

自動車整備工場は全国に

約92,000工場

上級へのステップアップを含めた資格取得には、
国が行う自動車整備士技能検定の学科及び実
技試験に合格する必要があります。（一部免除規
定あり） 
※機械・電気・電子に関する学科を修了した場合
は、短縮になる可能性があります。短縮要件につ
いては、最寄りの地方運輸支局等にお問い合わ
せください。

自動車
整備士への
ルート

Interview

働きながら 短期間で

国家3級
自動車整備士

国家2級
 自動車整備士

国家1級
自動車整備士

1級コースへ編入
（2年制）

3年以上の実務経験
STEP UP !

自動車整備
工場等

自動車整備士養成学校

就職 進学

専門学校・短期大学・大学など

実務経験
（６ヶ月以上）

2級コース
（2年制）

1級コース
（4年制）

高校卒業

※

基礎は
バッチリ 独り立ち

スペシャ
リスト

  　　って？

スキャンツール

自動車整備

整備士としてキャリアを積み重ね、2016年に
管理職に就きました。今は、一人ひとりが成長
でき、安心して働ける職場づくりを目指してい
ます。トラブルや忙しいときこそ冷静さを保ち、
年齢や役職を超えて、意見を交わせる雰囲気
づくりに取り組んでいます。

“この人がいるから大丈夫”
そう思ってもらえる存在に。

横田拓さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社28年目
（国家1級自動車整備士）

サービスセンター 所長 人事部 採用教育課 担当課長

2年以上の実務経験
STEP UP !

自動車に故障や異常がない

かを確認する「点検」、故障や

異常のある箇所の機能回復

を行う「整備」、そして、自動

車が国の定めた基準に適

合していることを確認す

る「車検」などが自動車

整備士の主な仕事です。

自動車整備士
主な
”の仕事

自動車に故障や異常がない

かを確認する「点検」、故障や

異常のある箇所の機能回復

を行う「整備」、そして、自動

車が国の定めた基準に適

合していることを確認す

る「車検」などが自動車

整備士の主な仕事です。

自動車整備士
主

“3つ

2.

整備
3.

車検

1.

点検

仕事

ヨコタヒロム

20年間整備士として培った経験を活かし、現
在は人事部で採用活動に携わっています。
採用は、一人の未来に関わる責任ある仕事で
す。だからこそ、誠意を持って求職者の方の思
いを丁寧に引き出します。現場を知っているか
らこそ伝えられる経験談も交えながら、一人ひ
とりに寄り添ったサポートを続けていきます。

現場を経験したからこそ、
伝えられる整備の魅力。

高田大作さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社24年目
（国家1級自動車整備士）

タカタダイサク

将来は、店舗では対応が難しい不具合を解決
する専門チームで働くことが目標です。そして、
自分の整備で培った技術を未来の若い整備士
に伝えていきたいと思っています。その夢に向
けて、日々の業務を大切にしながら、着実に技
術と人間力を磨いています。

自分の技術を、
次の世代へつなぐために。
木村友紀さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社8年目
（国家2級自動車整備士）
（自動車検査員）

キムラユキ

一度は整備士の夢をあきらめ、ディーラーで事
務の仕事に就きましたが、昨年その夢をあきら
めず挑戦し、現在は整備士として働いています。
女性だからといって、整備の仕事はできないこ
とはありません。私は車が大好きなので、お客
様にも車を好きになっていただけるよう、情熱
を持って日々車とお客様に向き合っています。

車を知ることは自分を守ること。
その大切さを伝えたい。
鈴木七海さん
理系大学(4年制)卒業
入社6年目
（国家3級自動車整備士）

スズキナナミ

管理職に聞いてみた

女性整備士に聞いてみた

管理職

女性整備士
12:009:006:00 15:00 18:00 21:00 0:00

ある1日の
スケジュール 6:00

起床

7:00
起床

7:30
家を出発

8:30
家を出発

9:00
出勤

9:30
出勤

12:00-13:00
昼休憩

12:00-13:00
昼休憩

18:30
退勤

18:30
退勤

20:00
帰宅

19:30
帰宅

20:30
夕食

0:00
就寝

0:00
就寝

※

20

10

500

90

80

70

60

450
（万円）

454万円

513万円
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せください。

自動車
整備士への
ルート

Interview

働きながら 短期間で

国家3級
自動車整備士

国家2級
 自動車整備士

国家1級
自動車整備士

1級コースへ編入
（2年制）

3年以上の実務経験
STEP UP !

自動車整備
工場等

自動車整備士養成学校

就職 進学

専門学校・短期大学・大学など

実務経験
（６ヶ月以上）

2級コース
（2年制）

1級コース
（4年制）

高校卒業

※

基礎は
バッチリ 独り立ち

スペシャ
リスト

  　　って？

スキャンツール

自動車整備

整備士としてキャリアを積み重ね、2016年に
管理職に就きました。今は、一人ひとりが成長
でき、安心して働ける職場づくりを目指してい
ます。トラブルや忙しいときこそ冷静さを保ち、
年齢や役職を超えて、意見を交わせる雰囲気
づくりに取り組んでいます。

“この人がいるから大丈夫”
そう思ってもらえる存在に。

横田拓さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社28年目
（国家1級自動車整備士）

サービスセンター 所長 人事部 採用教育課 担当課長

2年以上の実務経験
STEP UP !

自動車に故障や異常がない

かを確認する「点検」、故障や

異常のある箇所の機能回復

を行う「整備」、そして、自動

車が国の定めた基準に適

合していることを確認す

る「車検」などが自動車

整備士の主な仕事です。

自動車整備士
主な
”の仕事

自動車に故障や異常がない

かを確認する「点検」、故障や

異常のある箇所の機能回復

を行う「整備」、そして、自動

車が国の定めた基準に適

合していることを確認す

る「車検」などが自動車

整備士の主な仕事です。

自動車整備士
主

“3つ

2.

整備
3.

車検

1.

点検

仕事

ヨコタヒロム

20年間整備士として培った経験を活かし、現
在は人事部で採用活動に携わっています。
採用は、一人の未来に関わる責任ある仕事で
す。だからこそ、誠意を持って求職者の方の思
いを丁寧に引き出します。現場を知っているか
らこそ伝えられる経験談も交えながら、一人ひ
とりに寄り添ったサポートを続けていきます。

現場を経験したからこそ、
伝えられる整備の魅力。

高田大作さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社24年目
（国家1級自動車整備士）

タカタダイサク

将来は、店舗では対応が難しい不具合を解決
する専門チームで働くことが目標です。そして、
自分の整備で培った技術を未来の若い整備士
に伝えていきたいと思っています。その夢に向
けて、日々の業務を大切にしながら、着実に技
術と人間力を磨いています。

自分の技術を、
次の世代へつなぐために。
木村友紀さん
自動車整備高等技術
専門校(2年制)卒業
入社8年目
（国家2級自動車整備士）
（自動車検査員）

キムラユキ

一度は整備士の夢をあきらめ、ディーラーで事
務の仕事に就きましたが、昨年その夢をあきら
めず挑戦し、現在は整備士として働いています。
女性だからといって、整備の仕事はできないこ
とはありません。私は車が大好きなので、お客
様にも車を好きになっていただけるよう、情熱
を持って日々車とお客様に向き合っています。

車を知ることは自分を守ること。
その大切さを伝えたい。
鈴木七海さん
理系大学(4年制)卒業
入社6年目
（国家3級自動車整備士）

スズキナナミ

管理職に聞いてみた

女性整備士に聞いてみた

管理職

女性整備士
12:009:006:00 15:00 18:00 21:00 0:00

ある1日の
スケジュール 6:00

起床

7:00
起床

7:30
家を出発

8:30
家を出発

9:00
出勤

9:30
出勤

12:00-13:00
昼休憩

12:00-13:00
昼休憩

18:30
退勤

18:30
退勤

20:00
帰宅

19:30
帰宅

20:30
夕食

0:00
就寝

0:00
就寝

※

20

10

500

90

80

70

60

450
（万円）

454万円

513万円
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６．自動車整備士資格制度等の見直しについて

自動車技術の進化に対応するため、一級自動車整備士(総合)をはじめとした電子制御の内容を
含む資格を設定するなど、自動車整備士の資格体系が変わります。

◎ 自動車整備士種類の改正（令和９年１月施行）
令和９年１月以降は、一級、二級、三級が【総合】になり、一級、二級は電子制御装置整備の
整備主任者等資格の内容を養成課程に含めた資格体系となります。（※は電子制御内容を含む）

改正前の種類（現在） 改正後の種類（令和９年１月以降）

一

級

一級大型自動車整備士（※）
一級自動車整備士（総合）（※）一級小型自動車整備士（※）

一級二輪自動車整備士 一級自動車整備士（二輪）

二

級

二級ガソリン自動車整備士
二級自動車整備士（総合）（※）二級ジーゼル自動車整備士

二級自動車シャシ整備士
二級二輪自動車整備士 二級自動車整備士（二輪）

三

級

三級自動車シャシ整備士
三級自動車整備士（総合）三級自動車ガソリン・エンジン整備士

三級自動車ジーゼル・エンジン整備士
三級二輪自動車整備士 三級自動車整備士（二輪）

特

殊

自動車タイヤ整備士 自動車タイヤ整備士

自動車電気装置整備士 自動車電気・電子制御装置整備士（※）

自動車車体整備士 自動車車体・電子制御装置整備士（※）

注1：令和9年1月以降、新たに「自動車整備士」を取得する方への適用となります。（既に整備
士資格を取得済みの方への変更点はありません。）

注2：令和８年度第２回自動車整備技能登録試験【学科(筆記)試験日R９.３.14】は「新制度（総
合）」、「現行制度」両方の試験が実施されます。［一級(総合) は令和10年３月予定］

  【受付：令和８年12月14日（月）～12月18日（金）】
■受験資格の概要   ※卒業(修了)した学校、科目により実務経験が短縮される場合があります
〔学科（筆記･口述）試験〕

・三級：１５歳以降の実務経験が６ヵ月以上ある者、又は１種養成施設の三級課程修了者等
・二級：三級合格後２年以上の実務経験がある者、又は１種養成施設の二級課程修了者等
・一級：二級（二級シャシ除く）合格後3年以上の実務経験がある者、又は二級（二級シャシ除く）

合格後1種養成施設の一級課程修了者
・電装：１５歳以降の実務経験が１年４ヵ月以上ある者等
・車体：１５歳以降の実務経験が１年４ヵ月以上ある者、又は1種養成施設の車体課程修了者等
〔実技試験〕・同一種類の学科試験に合格した者
■留意点：現行制度の実技免除者は、現行制度の学科試験合格で免除申請が可能となります。

(現行・新制度混在は不可… 例 現行制度実技免除者＋新制度学科合格では申請不可)

～ 令和 9 年 1 月 1 日から自動車整備士資格体系が変わります ～

もっと

自動車整備士は
SDGｓ達成に必要な仕事です
あなたも自動車整備士となり、
よりよいクルマ社会を
目指していきませんか？

自動車整備士の
シゴト
バーチャル体験

YouTube
ゆっくり
解説動画

YouTube

自動車整備士資格を取る
方法とそのメリット

整備士の挑戦と未来！
高度修理技術で描くキャリアパス

自動車整備士になるための
学校とコースの選び方

スマートフォンや
パソコンから
最先端の整備工場を
360°視野で
見学できるぞ！

バーチャル
整備工場を
体験してみよう

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会／全国自動車大学校・整備専門学校協会／全国自動車短期大学協会／
一般社団法人日本自動車販売協会連合会／一般社団法人全国軽自動車協会連合会／一般社団法人日本自動車工業会／
一般社団法人日本自動車連盟／日本自動車車体整備協同組合連合会／全国自動車電装品整備商工組合連合会／
全国タイヤ商工協同組合連合会／全国オートバイ協同組合連合会／一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会／
日本自動車輸入組合／一般社団法人自動車用品小売業協会／公益財団法人日本自動車教育振興財団／一般社団法人日本自動車会議所

自動車整備人材確保・育成推進協議会

自動車
整備士を
知ろう！

自動車
整備士
の
仕事

国家資格 地元で
就職可能

全国に
92,000軒の工場

スキル
アップ

働きながら

クルマに乗る人も乗らない人も安心して暮らせる理由は

自動車整備専門学校への進学を
目指す生徒で、支援対象条件を満
たす全員が、授業料減免と給付型
奨学金を受けられる制度です。

経済的条件を満たして
いれば誰でも受給可能

2年目以降も支援の継
続が可能

約９割の自動車整備専門
学校も対象

東京都専修学校各種学校協会「令和6年度学生生徒納付金調査」より

特定の企業へ就職など
の条件がない

日本学生支援機構が扱う制度

高等教育の修学支援制度

授業料減免 給付型奨学金

奨学金制度

Point Point Point Point1

16万円
59万円

約46万円

約121万円

約130万円

2 3 4

住民税非課税世帯で
実家暮らし私立自動車整備専門学校通いの場合

支援額
学校への平均納付金額

支援額でほぼカバーできる！

入学金
授業料
給付型奨学金

内訳

総支給額

ケース
スタディ

（3.83万×12ヶ月）
（１年分）

「修学支援  
新制度」の
詳細はこちら

支援額

ケース
スタディ

奨学金制度奨学金制度
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6. 自動車整備士資格制度等の見直しについて６．自動車整備士資格制度等の見直しについて

自動車技術の進化に対応するため、一級自動車整備士(総合)をはじめとした電子制御の内容を
含む資格を設定するなど、自動車整備士の資格体系が変わります。

◎ 自動車整備士種類の改正（令和９年１月施行）
令和９年１月以降は、一級、二級、三級が【総合】になり、一級、二級は電子制御装置整備の
整備主任者等資格の内容を養成課程に含めた資格体系となります。（※は電子制御内容を含む）

改正前の種類（現在） 改正後の種類（令和９年１月以降）

一

級

一級大型自動車整備士（※）
一級自動車整備士（総合）（※）一級小型自動車整備士（※）

一級二輪自動車整備士 一級自動車整備士（二輪）

二

級

二級ガソリン自動車整備士
二級自動車整備士（総合）（※）二級ジーゼル自動車整備士

二級自動車シャシ整備士
二級二輪自動車整備士 二級自動車整備士（二輪）

三

級

三級自動車シャシ整備士
三級自動車整備士（総合）三級自動車ガソリン・エンジン整備士

三級自動車ジーゼル・エンジン整備士
三級二輪自動車整備士 三級自動車整備士（二輪）

特

殊

自動車タイヤ整備士 自動車タイヤ整備士

自動車電気装置整備士 自動車電気・電子制御装置整備士（※）

自動車車体整備士 自動車車体・電子制御装置整備士（※）

注1：令和9年1月以降、新たに「自動車整備士」を取得する方への適用となります。（既に整備
士資格を取得済みの方への変更点はありません。）

注2：令和８年度第２回自動車整備技能登録試験【学科(筆記)試験日R９.３.14】は「新制度（総
合）」、「現行制度」両方の試験が実施されます。［一級(総合) は令和10年３月予定］

  【受付：令和８年12月14日（月）～12月18日（金）】
■受験資格の概要   ※卒業(修了)した学校、科目により実務経験が短縮される場合があります
〔学科（筆記･口述）試験〕

・三級：１５歳以降の実務経験が６ヵ月以上ある者、又は１種養成施設の三級課程修了者等
・二級：三級合格後２年以上の実務経験がある者、又は１種養成施設の二級課程修了者等
・一級：二級（二級シャシ除く）合格後3年以上の実務経験がある者、又は二級（二級シャシ除く）

合格後1種養成施設の一級課程修了者
・電装：１５歳以降の実務経験が１年４ヵ月以上ある者等
・車体：１５歳以降の実務経験が１年４ヵ月以上ある者、又は1種養成施設の車体課程修了者等
〔実技試験〕・同一種類の学科試験に合格した者
■留意点：現行制度の実技免除者は、現行制度の学科試験合格で免除申請が可能となります。

(現行・新制度混在は不可… 例 現行制度実技免除者＋新制度学科合格では申請不可)

～ 令和 9 年 1 月 1 日から自動車整備士資格体系が変わります ～
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